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議　　事

１．第５回理事会議事録の確認

　確認の上，総務委員長の方で適宜修正の上でホームページに掲載することとした．

２．情報部会報告（斉藤）

資料5-2に基づき説明が行われた。

· 依頼論文を新たに設定し、間もなく１番目の論文が掲載される予定。

· 「日常生活と混相流」と題する特集の計画について説明が行われた。

· 清水論文編集委員長よりコメントがあり、「Review論文」は「招待論文」に変更することとした。

３．企画部会報告（賞雅）

資料5-3に基づいて2003年度活動報告と2004年度活動計画について説明がなされた。

· 研究会代表者の所属は現所属に修正する。

· OMF運営委員会は、現在実働が無い状態である。OMFの当所の趣旨は、不定期の自由な意見交換の場という位置付けであった。今後のOMF運営委員会では、OMFの今後の役割について考慮する役割が必要であるとの指摘がなされた。

４．国際交流部会報告（冨山）

資料5-4に沿って今年度報告と来年度計画について説明がなされた。

· ICMF関係について、以下の関連補足事項についての説明が行われた。

1 CD頒布の方法について。

2 個人からの寄付について。

3 準備金の扱いについて。

4 今後の資金管理について。

· 日欧準備状況については、三島実行委員長の下、会場の仮予約を行った。

· 年会の国際セッションは、現状アジアからの研究者に限定されているが、今後検討してゆくこととした。

５．学生会報告（細川）

資料5-6(1)に沿って活動報告と活動計画について説明がなされた。また、資料5-6(2)を用いて年会講演会の学生優秀講演賞の評価方法案についての説明がなされた。

· その結果、審査員3名の確保がまず重要であり、総合評価の段階も含めて提案の審査表を適宜修正の上で実施することを了承した。

· また、今後学生以外への講演賞の授与についても検討してゆくこととした。

６．論文審査委員会（清水）

· 論文投稿数が減少傾向にあることについて指摘がなされた。

· 掲載論文から論文賞に推薦してはどうかとのコメントがあり、論文審査委員会に論文賞の推薦を依頼することを申し送ることとした。

· また、理事会メンバーからの投稿も積極的に考えるべきとのコメントがあった。

· 論文のホームページ掲載はできないか、今後検討するととなった。

７．年会講演会準備報告（稲葉）

論文提出状況等について資料5-9にもとづいて説明がなされた。

· 参加者募集中だが，プレ国体が同時開催のため、宿泊予約が困難である可能性があり、早期の予約が必要である旨の指摘がなされた。

· 座長については、企業の方に座長を勧誘したが引き受けてもらえなかった。その結果、企業と大学の二人座長は困難であったが、出来る限り企業の方を座長として依頼した。

· プログラム、会場地図，会議室配置，講演会場についての説明がなされた。

· 評議員会，歴代会長懇談会，第1回理事会の会場手配を確認した。

８．水力学・水理学専門委員会報告（社河内）

資料5-10に沿って第１～5回委員会について説明がおこなわれた。

９．次期会長選挙結果報告

評議員による選挙によって、有冨筆頭副会長が、次期会長に選出されたことを報告。

「以下審議事項」

１０．学会賞選考結果（有冨）

資料5-11に従い，学会賞選考委員会より、選考結果が報告され、理事会として以下の選考内容を了承した。

1 業績賞：　鮎川恭三氏

2 業績賞：　石井護氏

3 業績賞：　坂口忠司氏

4 貢献賞：　Iztok Zun 氏ならびにGian Piero Celata 氏Iztok Zun 氏の「日欧二相流専門家会議に対する継続的かつ顕著な貢献」

5 論文賞：　土屋活美氏の「気泡の揺動運動と表面運動のダイナミック・カップリングに関する研究」

6 技術賞：　賞雅寛而氏・岡本孝司氏・三島嘉一郎氏・古谷正裕氏の「放射線誘起表面活性による壁面濡れ性向上技術」

7 奨励賞：　高田尚樹氏の「二相流数値シミュレーションのための格子ボルツマン法の研究」

8 萌芽賞：　池田貞一郎氏の「超音波キャビテーションクラウドの崩壊現象による結石破砕法の開発」

１１．次年度役員案（有冨）

資料5-13にしたがって候補者名簿（案）の紹介があり，ICMF委員長，計測国際会議委員長の追加および役職名の修正について補足があった。また、国際連携委員長の抹消が提案され了承された。

１２．総会資料について（阿部）

資料5-14について説明．誤植等を適宜修正した．このほかの主な議論は以下の通り．

· 今年度の入退会者の概略について報告あり、今年度の最終的な入退会者数は事務局より連絡することとした。これに関連し，退会者，会費未納者への対応方法について議論した。

· 収支決算について：各部会の部会長は7/7の締め切りで必要書類を提出する．年会講演会の運営は収支のバランスに配慮することとし、また剰余金，不足金の取扱いについて確認した．

· 役員名簿等について、所属の表式を統一し、兼務等の表現は行わないこととした。

· 事業計画の未記入部分ならびに次年度計画支出部分について、修正追加内容については、後日記入修正の上、理事会メーリングリストにて承認作業を行うこととした。

１３．名簿情報の聴取について

· 新規名簿を作成するための，会員宛の情報提供依頼票の原案が示された。

· 名簿用と会員データ更新の両方の意味で情報収集することとした。

· 各個人の現状データを会員に送付し，修正を依頼する。

· 自宅情報等名簿記載事項の取扱いについて会員が要望を出せることができるよう配慮することとした。

１４．役員選出内規について（村瀬）

資料5-19に沿って説明があり，役員選出の手続きについて会則との整合性をとるため内規修正の必要性が指摘された．2章4条および5条の変更案は審議を継続する．その他の提案は提案の通りの方針で内規を変更することとし，具体的な変更文案については次期理事会で継続議論することとした。

１５．ロゴマーク（阿部）

これまでの投稿作品が紹介され、引き続き募集を行い、再度審査を行うこととした。

１６．東北混相流研究会の主査交代について（井小萩）

資料5-20．主査交代の申し出があり承認された．

１７．2004年会講演会計画（小泉）

資料5-21により説明が行われた。稲葉現実行委員長より情報を引き継ぐこととし、幹事や予算案について議論し，提案の通りにて大筋承認した。

１８．将来構想実行WG（梅田）

資料5-17．「P3:学会活動強化委員会の立ち上げ」，「P4:理事会メンバー構成の配慮」について説明が行われた。

· P4については提案の通りの方針で実現のために，実現できる環境作りとルール化を含めて次年度の理事懇談会の場で議論することとした。

· P3についてはキーパーソンを設定してより具体的な議論を期待する、またその際、P3はOMFとリンクさせる、等の提案が出された。

· P3について企画部会と連携して委員会を作る方向で大筋承認．（総会には間に合わないので次年度途中の立ち上げとなる予定）

１９．混相流実験データ委員会立ち上げについて（井小萩）

資料5-18にもとづいて、坂口先生からの提案についての紹介がなされた。他学会の委員会との重複やデータの取扱いに難しい問題があり、当面学会として対応が難しいことを確認し、今後学会としてどう関わるべきかを議論するための「検討委員会」設置の可否等について、次期理事会へ引継ぎ事項として申し送ることとなった。

２０．その他

· 各部会長ならびに委員長に対して、総会資料の作製のため、7/7までに、領収証等を含めて決算資料を提出するよう依頼がなされた。

以上

作成者：阿部豊　総務部会長
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